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　遺跡整備研究室では、海外の遺跡整備の情報収集

のため10月に中国の西安・洛陽を調査しました。

　西安市内の唐長安城の宮殿であった大明宮跡は

2010年に大明宮国家遺跡公園(3.2km2)として公開さ

れました。事業費は120億元、その約３分の２が立ち

退き等の費用で残りが整備費とのことでした。

　正門の丹鳳門跡は両脇の城壁とともに、上部の本

来の外観をイメージした一回り大きい覆屋が設置

され、遺構が観察できるとともに、門楼内部は赤い

絨毯が敷き詰められた大ホールとなっていました。

基壇復原した含元殿跡の北側には地下式の遺跡博

物館が設置され、紫宸殿跡は建物の骨格を部分的に

示す工作物と樹木で表現されていました。遺構保護

のため幾分か狭くなったようですが、太液池には水

が張られ、蓬莱島も復原されていました。各所に建

築模型や大きな復原ＣＧ画像を描いた大きな看板が

設置され、当時の様子がイメージできるようになっ

ています。大明宮全体の丿15模型は100m四方もあ

る敷地に1､100棟の建物を配置しています。

　洛陽も国家遺跡公園として整備を進めています。

洛陽城の正門跡も覆屋式で整備され、洛陽宮正門

跡は工事中でした。正殿は則天武后が建てた明堂跡

で、大規模な覆屋が建てられ、その北西に高さ89m

の５層９階の天堂が外観復原され、ともに１階内部

は心礎遺構展示をおこなっていました。宮庭の庭回

である九州池の工事も造成が進んでいました。

　遺跡整備は地域振興や観光振興、国家の文化戦略

にも不可欠です。両都の整備を見て感動するとともに、

東京五輪も近いため国内の史跡等の整備費を思うと焦

りを感じました。　　　　（文化遺産部　内田和伸）

洛陽宮跡の天堂と明堂跡遺構展示館
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